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東北大学選鉱製練研究所 矢 沢 彬
熱力学的データにはいろいろあるが,こ ゝではもっとも一般的で基本的なも





が液体であるために,測定上種々の困難が招来 されるoいま温度 Tj なるジャ
ケッ トで囲まれた水当量W,温度 Tc の熱量計で, dt なる時間に dQ なる熱
が発生 し, dβCだけ温度が上った とすると,
dQ - WdOc+K (Tc- Tj) dt
Kは交換係数で 1℃の温度差があるとき 1秒間 に交換 される熱量 を示 し, 内容
的には Tc4- TiA 幸 4T3△T に比例する福射損失 と, Tc- Tj`に比例す る伝
導損失から成 るt｡ もっとも普遍的 な等温壁型熱量計では,上式の 2つの項を共
に評価 しなければならないが,高温になると晦射の項が T3 に比例 して急増す
るため,精確な見積 りの難かしい Kの値が非常に大 きくなり,これ と関連 して
Wの実験的検定 も不正確になるので,熱量測定が垂 しくなる｡他方断熱型熱量



































かなり厳 しいが,活量を求める場合 には, 2つの成分を同時 に流出させその流
出比 を求めることにより,温度やセルの形状 をあま り顧慮する必要な く目的 を
達す ることができる｡流出比に比例する量なら何を測ってもよいので,クヌー
ドセン型高温 質量分析計で 2成分 のイオン電流の比を測 り活量を求める方法が
流行になっている｡
起電力測 定法は 目的 とする電池 の起電力だけを副次反応なしに安定 な状態で
測定でき,イオン価 が正確に知 られていれば, もっとも優れた活量測定法 とい
える｡と ぐに△Hや△Sなどを算出するために温度係数 が必要な場合 に好適で
ある｡mobilityについて制約があ り各成分の△GO 差 がお よそ 5RT よ り小
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溶融金属 とカルコゲン元素 (S,Se,Te )の間では種々の化合物 が形成 さ
れる｡混合熱はこの事 を反映 し,化学量論的 な化合物 の組成で最大値 を示 し,
その絶対値も金属 -金属間の混合熱 よりはるかに大きい 1㌔この事は液体状態
/
において も,固体状態に似た構造が保たれていることを示す｡これらの系 が液
体半導体 としての性質 を持っている一つの理 由である.一方これ ら成分の周期
律表に於 ける相対位置から,系に形成される化合物 は,若干イオン性 を持 って
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